



























































細胞表面抗原としてのSSEA･1 ( Stage Spee迫c EmbryonicAntigen･1 )は､マ
ウスでは､ EmbryonalCarcinoma Cell( EC ), Embryomic Stem Cell ( ES ),およ
びEmbryonic Germ Cell ( EG )で発現するものの､ヒトではEmbryonic Germ
Cell(EG)のみで発現し､他のEC細胞やE S細胞では発現は見られない｡一方､
同じ細胞表面抗原の一種であるSSEA, 3 ( Stage Specific Emb町OnicAntigen･ 3 )








SSEA･ 1 ( Stage Specific EmbryomiCAntigenl 1
SSEA･ 3 ( Stage Specific EmbryomiCAntigen･ 3
SSEA･ 4 ( Stage Specific EmbryomiCAntigen･ 4
TRAP 1･60( nlmOr RejectionAntigen l･60)





















































らかになってきたTumOr RejectionAntigen l･60 ( TRA･1160)についても免疫染色
を試みた｡その結果､歯髄組織の一部の反応が強く見られた(図5)｡
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一方､同じようにマウス健全歯髄組織の一部にSSEA･4の発現が見られた(図1 1 )｡
(図11)


















TRA･1･60( Tumor RejectionAntigen l･60)そしてTRA･1･81などが発現している
が､分化が進むとSSEA･1の発現が増加する｡今回の染色では､ TRA･1･60の発現
に加えてTRA･ 1 ･81の発現が得られたことからヒト歯髄標本の暦例が進んでいる
ことを裏付けた｡
一方､マウスではSSEA･1だけでなくSSEA･3,4の発現が見られた｡このことは､
今回実験に用いたマウスの暦例が8適例であったので､未分化な細胞が染め出され
るSSEA･1だけでなく分化が進んでから染め出されるSSEA･4が見出されたと考
えられる｡
今回の実験を通してヒトやマウスのEC細胞やES細胞を染め出すことが可能で
あった｡しかしながら､今回確立されている抗体　SSEA･1,3,4　や
TRA･1･60,TRA･1･81ではEC細胞とES細胞を識別することは不可能であった｡
さらには､今回の実験ではフローサイトメトリーでの細胞表面抗原検出が不可能で
あったため､歯髄の一部に欠損を作成した後の治癒反応を検索していくという今後
の研究ためには､ EC細胞とES細胞の識別可能な抗体の確立が必要であると考え
られる｡
